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題

名 
H8SX/1657グループハードウェアマニュアルの誤記訂正 情報分類 技術資料 

対象ロット等 
適

用

製

品 

H8SX/1657 グループ 
全ロット 

関連資料 
H8SX/1657 
グループハードウェアマニュアル 
(RJJ09B0320-0200) 

 

H8SX/1657 グループハードウェアマニュアルにおいて誤記がありましたので、ご案内申し上げます。 

 

＜誤記訂正内容＞  

1. 概要 

(1)  頁 1-2 「表1.1 仕様概要」のCPUについて以下のように訂正します。 

〔変更前〕 
分類 モジュール/機能 説明 

CPU CPU 【省略 ～変更無し～】 

・積和演算命令をサポート（16×16＋32 → 32ビット） 

 

〔変更後〕 
分類 モジュール/機能 説明 

CPU CPU 【省略 ～変更無し～】 

・積和演算命令をサポート（16×16＋42 → 42ビット） 
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5. 割り込みコントローラ 

DTCERの記述に関して、DTCERF、DTCERG、DTCERHを削除致します。 
 
(1) 頁5-27 ｢5.6.5 割り込みによるDTC、DMACの起動｣の記述から、DTCERF、DTCERG、DTCERHを削除します。 
〔変更前〕 
 （1） 割り込み要因の選択 

DMAC の各チャネルの起動要因は、DMRSR により選択します。選択した起動要因は、選択回路を経由し 
て DMAC に入力されます。内蔵モジュール割り込みによる転送が有効になるように設定（DMDR のビット 
設定：DTF1=1、DTF0=0、DTE=1）、DMDR の DTA ビットが 1 にセットされていると、その DMAC の起動 
要因になった割り込み要因は DMAC が管理することになり、DTC の起動要因および CPU の割り込み要因に 
なりません。 

DMAC に管理されている割り込み以外の割り込み要因は、DTC の DTCERA～DTCERH の DTCE ビットに 
より、DTC 起動要因とするか、CPU 割り込み要因とするかを選択します。 
 （省略 ～変更無し～)  

 （2） 優先順位判定 
 （省略 ～変更無し～)  

 （3） 動作順序 
 （省略 ～変更無し～)  

 
  表5.6 に、DMAC の DMDR の DTA ビット、DTC の DTCERA～DTCERH の DTCE ビット、およびMRB 
の DISEL ビットの設定による割り込み要因の選択と割り込み要因クリア制御を示します。 

 
〔変更後〕 
 （1） 割り込み要因の選択 

DMAC の各チャネルの起動要因は、DMRSR により選択します。選択した起動要因は、選択回路を経由し 
て DMAC に入力されます。内蔵モジュール割り込みによる転送が有効になるように設定（DMDR のビット 
設定：DTF1=1、DTF0=0、DTE=1）、DMDR の DTA ビットが 1 にセットされていると、その DMAC の起動 
要因になった割り込み要因は DMAC が管理することになり、DTC の起動要因および CPU の割り込み要因に 
なりません。 

DMAC に管理されている割り込み以外の割り込み要因は、DTC の DTCERA～DTCERE の DTCE ビットに 
より、DTC 起動要因とするか、CPU 割り込み要因とするかを選択します。 
 （省略 ～変更無し～)  

 （2） 優先順位判定 
 （省略 ～変更無し～)  

 （3） 動作順序 
 （省略 ～変更なし～)  

 
  表5.6 に、DMAC の DMDR の DTA ビット、DTC の DTCERA～DTCERE の DTCE ビット、およびMRB 
の DISEL ビットの設定による割り込み要因の選択と割り込み要因クリア制御を示します。 

 

７. DMAコントローラ(DMAC) 

(1)  頁 7-7 DBSRのビット 31～0の初期値を以下のように訂正します。 

〔変更前〕 
ビット ビット名 初期値 R/W  説明 

31~16 BKSZH31～BKSZH16 不定 R/W 【省略 ～変更無し～】 

15~0 BKSZ15～BKSZ0 不定 R/W 【省略 ～変更無し～】 

 

〔変更後〕 
ビット ビット名 初期値 R/W  説明 

31~16 BKSZH31～BKSZH16 0 R/W 【省略 ～変更無し～】 
15~0 BKSZ15～BKSZ0 0 R/W 【省略 ～変更無し～】 
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8. データトランスファコントローラ(DTC)  

 (1)  頁 8-2 「図8.1 DTCのブロック図」内の DTCERの記述を以下のように訂正します。 

〔変更前〕図 8.1 DTCのブロック図            〔変更後〕図8.1 DTCのブロック図 

割込みコントローラ

DTCERA

DTCERH

【記号説明】 
MRA、MRB
SAR
DAR
CRA、CRB
DTCERA～DTCERH
DTCCR
DTCVBR

~

DTCCR

CPU割込み要求
要因クリア要求

DTC起動要求
ベクタ信号

：DTCモードレジスタA、B
：DTCソースアドレスレジスタ
：DTCデスティネーションアドレスレジスタ
：DTC転送カウントレジスタA、B
：DTCイネーブルレジスタ A～H
：DTCコントロールレジスタ
：DTCベクタベースレジスタ

【 他部分省略　～修正無し～】 

割込みコントローラ

DTCERA

DTCERE

【記号説明】 
MRA、MRB
SAR
DAR
CRA、CRB
DTCERA～DTCERE
DTCCR
DTCVBR

~

DTCCR

CPU割込み要求
要因クリア要求

DTC起動要求
ベクタ信号

：DTCモードレジスタA、B
：DTCソースアドレスレジスタ
：DTCデスティネーションアドレスレジスタ
：DTC転送カウントレジスタA、B
：DTCイネーブルレジスタ A～E
：DTCコントロールレジスタ
：DTCベクタベースレジスタ

【 他部分省略　～修正無し～】 

 
 

(2)  頁 8-3 「8.2 レジスタの説明」のDTCイネーブルレジスタの記述から、DTCERF、DTCERG、DTCERHを削除します。 

〔変更前〕 

 ・DTCイネーブルレジスタ A～H（DTCERA～DTCERH） 

 

〔変更後〕 

 ・DTCイネーブルレジスタ A～E（DTCERA～DTCERE） 

 

(3)  頁 8-7 DTCイネーブルレジスタの説明から、DTCERF、DTCERG、DTCERHを削除します。 

〔変更前〕 

 8.2.7 DTCイネーブルレジスタ A～H (DTCERA～DTCERE) 

 

〔変更後〕 

 8.2.7 DTCイネーブルレジスタ A～E (DTCERA～DTCERE) 
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9. I/Oポート 

(1)  頁 9-35 「表9.5  各ポートの出力信号有効設定一覧」の PA1の記述を以下のように訂正します。 

〔変更前〕 
Port 出力設定 

信号名 
出力 
信号名 

信号選択 
レジスタの設定 

各内部モジュールの設定 

BACK_OE BACK  SYSCR.EXPE=1,BCR1.BRLE=1 PA 1 

(RD/WR)_OE RD/WR  SYSCR.EXPE=1,PFCR2.REWRE=1、または SRAMCR.BCSELn=1 
 

〔変更後〕 
Port 出力設定 

信号名 
出力 
信号名 

信号選択 
レジスタの設定 

各内部モジュールの設定 

BACK_OE BACK  SYSCR.EXPE=1,BCR1.BRLE=1 PA 1 

(RD/WR)_OE RD/WR  SYSCR.EXPE=1,PFCR2.RDWRE=1、または SRAMCR.BCSELn=1 

 

(2)  頁 9-42  PFCR7のビット 7～4の説明を以下のように訂正します。 

〔変更前〕 
ビット ビット名 初期値 R/W  説明 

7 
6 

DMAS3A 
DMAS3B 

0 
0 

R/W 
R/W 

DMAC 制御端子セレクト 
DMAC_3 を制御するための入出力ポートを選択します。 

00：設定禁止 
01：P63～P65 を DMAC 制御端子として設定 
10：設定禁止 
11：設定禁止 

5 
4 

DMAS2A 
DMAS2B 

0 
0 

R/W 
R/W 

DMAC 制御端子セレクト 
DMAC_2 を制御するための入出力ポートを選択します。 

00：設定禁止 
01：P60～P62 を DMAC 制御端子として設定 
10：設定禁止 
11：設定禁止 

 

〔変更後〕 
ビット ビット名 初期値 R/W  説明 

7 
6 

DMAS3A 
DMAS3B 

0 
0 

R/W 
R/W 

DMAC 制御端子セレクト 
DMAC_3 を制御するための入出力ポートを選択します。 

00：設定無効(P63～P65は DMAC制御端子として使用できません) 
01：P63～P65 を DMAC 制御端子として設定 
10：設定禁止 
11：設定禁止 

5 
4 

DMAS2A 
DMAS2B 

0 
0 

R/W 
R/W 

DMAC 制御端子セレクト 
DMAC_2 を制御するための入出力ポートを選択します。 

00：設定無効(P60～P62は DMAC制御端子として使用できません) 
01：P60～P62 を DMAC 制御端子として設定 
10：設定禁止 
11：設定禁止 
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12. 8ビットタイマ(TMR) 

(1)  頁 12-19 「12.7.2 A/D変換器の起動」の説明を以下のように訂正します。 

〔変更前〕 

TMR_0 のコンペアマッチ A のみ、A/D 変換器を起動することができます。 

TMR_0 のコンペアマッチ A の発生により、TCSR_0 の CMFA フラグが 1 にセットされたとき、ADTE ビットが 

1 にセットされていれば、A/D 変換器に対して A/D 変換の開始を要求します。このとき A/D 変換器側で、8 ビット 

タイマの変換トリガが選択されていれば、A/D 変換が開始されます。 

 

〔変更後〕 

TMR_0、TMR_2のコンペアマッチ A で、A/D 変換器を起動することができます。 

コンペアマッチ A の発生により、TCSR の CMFA フラグが 1 にセットされたとき、ADTE ビットが 

1 にセットされていれば、A/D 変換器に対して A/D 変換の開始を要求します。このとき A/D 変換器側で、8 ビット 

タイマの変換トリガが選択されていれば、A/D 変換が開始されます。 

 

 

13.  ウォッチドッグタイマ(WDT) 

(1) 頁13-4 リセットコントロールレジスタ(RSTCSR)のビット 7の説明を以下のように訂正します。 

〔変更前〕 
ビット ビット名 初期値 R/W  説明 

7 WOVF 0 R/(W)* ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ 
ウォッチドッグタイマモードで、TCNT がオーバフローするとセットされます。 

インターバルタイマモードではセットされません。0 ライトのみ可能です。 

[セット条件] 
ウォッチドッグタイマモードで TCNT がオーバフロー(H'FF→H'00)したとき 

[クリア条件] 
1 の状態をリードした後、0 をライトしたとき 
（割り込みを使用し、CPU によってクリアする場合、0 ライト後に必
ずフラグをリードしてください。） 

 

〔変更後〕 
ビット ビット名 初期値 R/W  説明 

7 WOVF 0 R/(W)* ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ 
ウォッチドッグタイマモードで、TCNT がオーバフローするとセットされます。 

インターバルタイマモードではセットされません。0 ライトのみ可能です。 

[セット条件] 
ウォッチドッグタイマモードで TCNT がオーバフロー(H'FF→H'00)したとき 

[クリア条件] 
1 の状態をリードした後、0 をライトしたとき 
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14.  シリアルコミュニケーションインタフェース 

(1) 頁14-12 シリアルステータスレジスタ(SSR)のビット名を以下のように訂正します。 

〔変更前〕 

シリアルステータスレジスタ(SSR) 

 ・SCMRの SMIF=0のとき 

 

 

 

 

 

〔変更後〕 

シリアルステータスレジスタ(SSR) 

 ・SCMRの SMIF=0のとき 

 

 

 

 

 

20.  低消費電力 

(1) 頁20-7 MSTPCRAのビット 13の対象モジュールを以下のように訂正します。 

〔変更前〕 
ビット ビット名 初期値 R/W  説明 

14 
13 

MSTPA14 
MSTPA13 

0 
0 

R/W 
R/W 

リザーブビット 

リードすると常に0が読み出されます。ライトする値は常に0にしてください。 

 

〔変更後〕 
ビット ビット名 初期値 R/W  説明 

14 MSTPA14 0 R/W リザーブビット 
リードすると常に 0が読み出されます。ライトする値は常に 0にしてください。 

13 MSTPA13 0 R/W DMAコントローラ(DMAC) 

 

TDRE RDRF ORER FRE PER TEND MPB MPBT 

1 0 0 0 0 1 0 0 

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R R R/W 

7 6 5 4 3 2 1 0 

ビット名 

初期値： 

R/W 

ビット 

TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT 

1 0 0 0 0 1 0 0 

R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R R R/W 

7 6 5 4 3 2 1 0 

ビット名 

初期値： 

R/W 

ビット 


